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 三菱地所株式会社は、所有する社宅「世田谷ハウス」において、一般社団法人いきもの共生事業推進協議会に

よる「いきもの共生事業所認証（ABINC 認証）[集合住宅版]」を取得しました。 

 

 本認証は、これまで定量的に評価することが難しかった土地利用における、生物多様性保全の取組みを可視化

して認証する制度として 2013 年度にオフィスビルと商業施設を対象に開始され、2014 年度には、集合住宅と工

場も認証対象として拡充されました。 

 「世田谷ハウス」では、三菱地所グループが開発、運営するオフィスビル、商業施設、集合住宅等において、

今後もより生物多様性に配慮しつつ、集う方々にとっても魅力的な外構づくりを行うための「実験庭園」として、

2015 年に外構部分の改修を行いました。この「実験庭園」では、維持管理、モニタリング、社員参画型のコミュ

ニケーションプログラムなど、社宅の枠を超えた実際の事業での展開を視野に様々な取組みを実験的に行ってい

ます。 

 

世田谷ハウス「生物多様性保全の実験庭園」の位置付け 

① 三菱地所グループの事業において生物多様性保全への取組みの効果や課題を抽出するための「実験」の場 

② 生物多様性保全への取組みを展示し、情報発信する「モデル庭園」 

 

実験庭園で行う主な取組み 

・地域に根差した植生の創出（在来種を中心とした植栽計画、希少種の保全栽培） 

・専門家によるいきものモニタリング調査及び定点カメラによる自動観測 

・水循環への配慮（雨水の有効利用）         ・使用する化学物質の種類、量の適切な管理 

・動物の生息場所や移動経路に対する配慮     ・外来生物対策 

 

三菱地所グループでは、本認証を 13 件（[都市・SC 版]4 件、[集合住宅版]9 件）取得しておりますが、今後も生

物多様性保全の取組みを進めてまいります。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生物多様性保全の取組み拠点「世田谷ハウス」がABINC認証(集合住宅版)を取得 

～事業での展開を視野に庭園を活用した実験を開始～ 

▲実験庭園外観 



□実験庭園俯瞰（改修前、改修後） 

      

 

□主な仕掛けの一例（丸太積み、希少種の保全、鳥の巣箱の設置） 

    

 

□実験庭園レイアウト図 

  

 

  

▲実験庭園俯瞰（改修前） ▲実験庭園俯瞰（改修後） 

▲丸太積み ▲希少種の保全 ▲鳥の巣箱の設置 



□世田谷ハウス施設概要 

 所 在 地 東京都世田谷区船橋 7 丁目 25-2 

 施設用途 集合住宅（社宅） 

 規  模 地上 4 階建 2 棟 40 戸 

敷地面積：4,830.55 ㎡、緑地面積：1,503.9 ㎡ 

 竣  工 1998 年 3 月 

 所 有 者 三菱地所㈱ 

 

□実験庭園改修概要及び実験体制 

規  模  緑地面積：約 400 ㎡ 

 竣  工  2015 年 9 月 

 計画立案  三菱地所レジデンス㈱ 

 基本構想・基本設計 ㈱三菱地所設計 

 実施設計・施工 住友林業緑化㈱ 

 管理会社  三菱地所コミュニティ㈱ 

 企画協力  ㈱メック eco ライフ 

 生物調査  ㈱地域環境計画 

 

◆参考 

□三菱地所グループの ABINC 認証取得物件 

【都市・SC 版】 

①大手門タワー・JX ビル、大手町パークビルディング（東京都千代田区） 

②大名古屋ビルヂング（愛知県名古屋市） 

③大手町フィナンシャルシティ グランキューブ（東京都千代田区） 

④MARK IS みなとみらい（神奈川県横浜市） 

【集合住宅版】 

 ⑤ザ・パークハウス 千歳烏山グローリオ 

⑥ザ・パークハウス 西新宿タワー60 

 ⑦ザ・パークハウス 桜坂サンリヤン 

 ⑧ザ・パークハウス 東戸塚レジデンス 

 ⑨ザ・パークハウス 国分寺緑邸  

 ⑩ザ・パークハウス 宝塚 ほか 

 

□ザ・パークハウスの生物多様性保全の取組み「BIO NET INITIATIVE」 

 三菱地所レジデンスでは、2015 年 2 月より運用を開始した新築分譲マンションブランド「ザ・パークハウス」の

生物多様性保全の取組み「BIO NET INITIATIVE」が国内各エリアにおいて通算 50物件での実施を達成しました。 

本取組みは、敷地の大小関らず全ての「ザ・パークハウス」で生物多様性の保全に配慮した植栽計画を行い、

点であるマンション単体から、地域の緑地や街の緑をつなぎ、植物や生物の中継地的な役割を果たす緑化空間を創出し、

面に波及させる街づくりです。本取組みが各エリアにおいて、「ザ・パークハウス」の供給と共に拡がっていくことで、

各エリアでエコロジカルネットワークが形成されていきます。 

三菱地所レジデンスでは年間約 50 物件・5,000 戸の「ザ・パークハウス」を供給しており、今後も継続して本

取組みを行い、ザ・パークハウスが供給される各エリアにてエコロジカルネットワークを形成していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



□丸の内エリアにおける生物多様性保全に関する最近の取組み 

エリアの生物モニタリング調査結果を纏めた小冊子「丸の内 生きものハンドブック」を発刊し、弊社が所有する丸の

内地区のビルにて、エリアの就業者、来街者を対象に無料で配布しています。 

 丸の内地区は、皇居、お濠、日比谷公園など良好な自然に隣接しているため、一年を通じて、花や樹木に加え、昆虫、

鳥など、様々な生き物を見つけることができます。本ハンドブックは、丸の内地区内に生息する多様な生物を、季節毎、

水辺・夜などのテーマ毎に纏め、その姿と名称を写真付きで紹介するほか、都市の自然の達人のコラム、個人でも身近に

できる生物多様性保全の提案、自然観察の服装・グッズの紹介、丸の内地区における環境への取組みの紹介など、豊富な

コンテンツで構成されています。 

また、2017 年 2 月初旬には、皇居外苑濠に面する大手門タワー・ＪＸビル及び大手町パークビルディングの外構に、

皇居の水と緑と調和した約2,800㎡の緑豊かな「ホトリア広場」がグランドオープンします。同広場は、エリア就業者の

憩いの場になると共に、皇居近傍の地において生物環境に配慮した樹種選定や施設計画を行い、生物多様性の保全に貢献

します。加えて、同広場隣接の交流施設「3×3 Lab Future」（2016年3月1日オープン）と連携し、緑や自然と関わる

アクティビティや催しの開催、セミナーや環境教育等の実践等に取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ABINC概要 】  

■名称：一般社団法人いきもの共生事業推進協議会 

Association for Business Innovation in harmony with Nature and Community（略称ABINC） 

■設立：2013年12月25日 

■理事、監事および顧問： 

  代表理事：中静透（東北大学大学院生命科学研究科教授） 

  理事：亀山章（公益財団法人日本自然保護協会理事長、東京農工大学名誉教授） 

  理事：森本幸裕（京都学園大学教授、京都大学名誉教授） 

  理事：黒田大三郎（公益財団法人地球環境戦略研究機関シニアフェロー） 

  理事：足立直樹（一般社団法人企業と生物多様性イニシアティブ事務局長） 

  理事：原口真（一般社団法人企業と生物多様性イニシアティブ顧問） 

  監事：梶谷修（一般社団法人日本環境アセスメント協会会長） 

  顧問：川廷昌弘（一般社団法人CEPAジャパン代表） 

  顧問：窪木登志子（窪木法律事務所 弁護士） 

■事務局 株式会社インターリスク総研 

▲表紙 ▲エリア生息生物紹介ページ 

▲ホトリア広場完成イメージ ▲3×3 Lab Future 



 

■ABINCの活動理念 ： 

生物多様性条約第10回締約国会議（CBD COP10）において採択された愛知目標および生物多様性戦略計画で掲げられ

た、2050年までの長期目標「自然と共生する世界」の実現と、2020年までの短期目標「生物多様性の損失を止めるため

に効果的かつ緊急な行動を実施する」の実現のために、ビジネスの貢献が求められています。当法人は、「自然と共生する

世界」の実現にビジネスの貢献を推進するために、自然環境と地域共同体への負荷をできるだけ外部化しようとしてきた

企業活動のベクトルを反転させ、志をともにする団体と協働して、いきものと人が共生できるしくみを「創造」し、科学

的・技術的に「検証」し、「事業化」を推進することを目的として設立されました。活動の第一弾として、JBIB（一般社

団法人企業と生物多様性イニシアティブ）が開発した「いきもの共生事業所®推進ガイドライン」に基づく、オフィスビ

ルと商業施設を対象とした「いきもの共生事業所®認証」（通称：ABINC認証）を2013年度より開始いたしました。 

 ※いきもの共生事業所は、JBIBの登録商標です。 

 


